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シーズの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 背景：各種材料の洗浄、表面改質、エッチング、レジスト除去、

環境汚染物質の無害化処理、さらにはエキシマランプ等において

大気圧プラズマに高い期待がかけられている。大気圧プラズマは

高価な真空装置を必要とせず、方法が簡単で、低コストであり、

経済性に優れている。しかし、大気圧で生成されるプラズマは、

一般に熱プラズマとなりやすく、またプラズマの断面も小さい。

このことから、大面積の低温プラズマを効率よく生成する方法が

強く望まれている。 

 

目的と方法：以上の背景から、本研究では大気圧大面積プラズ

マを効率よく生成させ、広く産業に応用することを目的としてい

る。これまでの研究の結果として、筆者らは新方式の大気圧プラ

ズマ生成法を発明するに至った。 

 

これまでの成果：大気圧で低温プラズマを生成する方法として

バリア放電がある。これは古くからオゾンの発生に用いられてき

たことからオゾナイザー放電とも呼ばれている。筆者らの考案し

た新方式は、従来のバリア放電に類似しているものの、それとは

大きく異なる点がある。特にプラズマへの注入エネルギーを自由

に制御できることは本方式の大きな利点といえる。現在、プラズ

マへの注入エネルギーを確実に制御できることを確認し、次なる

ステップとして産業応用について模索しているところである。 

はじめに、オゾン発生への応用を取り上げ、従来法との比較を行

っている。その他、上記の材料洗浄、表面処理、表面改質などに

も応用があると考えられるので、関係する企業等からのニーズを

待っている。 
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